
 

          タイトル：「自然との関わりの中で生きる力の基礎を育む」 

 １ 実践内容 

     ○自然に触れて感動する体験ができるよう環境構成を工夫し、自然への愛情や畏敬の念を育んで 

   いく。 

   ○身近な生き物に心を動かされる中で、生命の不思議さや尊さに気づき、いたわりや大切にする 

   気持ちを持って関われるよう援助する。                

 ２ 説明資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 成果・課題・改善策 

○成果 

  ・家庭保育からの入園で自然体験が少なかった子も、幼稚園での経験を重ねる中で積極的に自然と 

   関って遊べるようになってきた。      

  ・飼育、観察を通して、その成長や変態の瞬間を目の当たりにするなど、心動かされる体験をした     

   ことで生命の不思議さを味わうことができた。 

  ・ハムスターの死を経験したり、ヤゴ、キノボリトカゲなどの肉食の生き物を飼育したりする中で、   

   生命の大切さや尊さについて考えるきっかけができた。 

○課題と改善策 

  ・職員間の共通理解を深めながら、子ども達の活動の様子やつぶやきを見逃さないように心がける。 

  ・今後も、佐敷幼稚園の環境や 3年保育の良さを活かしながら、環境の再構築に努めていきたい。       

 学校名 

南城市立佐敷幼稚園 

 連絡先  

TEL：098－947-1875 

Eメール：tohma00271@city.nanjo.okinawa.jp 

トトロの森。木の根ででき

た自然の階段を慎重に上り

下りする年少児。 

スライム作り。「色水入れ

たらきれいだね。」「花び

らも入れてみようよ。」 

かわいがっていたハムスタ

ーのお墓。年長児が作った

墓標と年少児のお供え物。 

「お兄ちゃん、大きな虫見

つけたよ。」「見せて、見せ

て！」兄妹の会話です。 

見つけた虫の飼育ケース

を準備。年長さんに手伝っ

てもらいました。 

立派なアゲハ蝶になりま

した。模様や大きさを観察

したらお別れです。 


